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判
任
官
生
活
の
賀
状

汐

=
見

三

郎

一

俸
給
は
以
て
生
計
を
支

へ
器
面
を
保
ち
得
ぱ
則
ち
足

る
、
ど
は
、
往
年
我
が
官
吏
の
胸
底
に
燃
え
し

一
片

の

意
氣
で
あ

っ
な
。
然

る
に
其
の
憂
く
る
所

の
俸
給
が
最

r



底

生
活
費
す
ら
も
保
隠

し
難
一
な

っ
た
現
状
に
在

っ
て

万

、
雌・
日
の
響

の
曹

則
ち
薯

が
死
守
す
べ
農

後

の
避
難
所

ε
化
し
去

つ
だ
の
で
あ
る
。
勢
働
は
商
品

　
に
あ
ら
争
な
る
大
原
則
は
、
そ
の
勢
働

が
商
品
な
り
し

の
故
を
以
て
鼓
腹
撃
壌
し
て
み
る
筋
肉
勢
働
者
に
劃
し

そ

よ
り
も
、
寧
ろ
生
活

の
脅
威
を
嘗
め
て
み
る
官
吏
殊

に
判
任
官

に
適
用
せ
ら

る
べ
き
で
無

か
ら
、う
か
。
官
吏

.

の
愈
愈
問
題
は
し
か
く
窮
迫
し
て
み
る
。

官
吏

の
肚
會
問
題
は
、
之
を
内
外

の
二
面
に
分
ち
研

究
す
る
事
が
出
來
る
。
封
外
的
ご
云
ふ
は
官
吏
肚
會
を

「
膿
ご
考

へ
是

ご
他

の
肚
會

ε
の
關
係
を
見
る
の
で
あ

っ
て
、
官
吏
祉
會

の
内
部
に
於

て
特

に
判
任
官
階
級
を

「飯

り
出
し
高
等
官
階
級

ε
の
差
等
を
講
中
る
の
は
寧
ろ

一
封
内
的

の
も
の
ε
云
ふ
事
が
出
乗

る
。
故
に
割
任
官

は

…
ざ
の

道
問
題
の
野
象
た
る
を

見
れ
得
な
い
。

か
く
し

…
て
割
任
官

の
待
遇
如
何
臓

そ
れ
自
鵬
大
な
る
肚
會
問
題

…
で
あ

る
。
撚
れ
ざ
も
更
に
そ
の
眉

吏
π
る
身
分
上
の
理

…
由
よ
り
し
て
蓼

重
大
な
る
意
義
を
齎
し
て
摩
る
。
彼

一
等

の
俸
給
の
増
減
は
直
に
人
件
費

ご
な

っ
て
現
は
れ

}

國
財
政
に
甚
大
な
る
影
響
を
與

へ
る
、
彼
等

の
待
遇
の

一

雑

録

判
任
官
生
活
の
賞
状

是
非
竺

般
俸
給
生
活
者
の
俸
給
を
佐
取
ゑ
華

こ
な

る
、
國
家
は
其
肚
會
政
策
を
行
ぷ
に
當
り
先
づ
範
を
割

任
官

に
…射
し
て
垂
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

か
く
考

へ
凍

れ
ば
割
任
官

の
待
遇
如
何
は
頗

る
重
大
な
る
問
題

で
は

な
い
か
。

官
吏
の
俸
給
は
其
生
活
必
要
費
を
支
辨
し
た
上

に
街

相
當

の
艘
面
を
保

つ
に
必
要
な
る
絶
賛
を
給
す
る
を
以

て
原
則
ε
せ
ね
ば
な
ら

蹟
。
果
し
て
然
ら
ば
、
我
國
の
.

官
吏
は
現
今
此
要
求
を
満
足
し
得

る
が
如
き
待
遇
を
享

受
し

つ
＼
あ
り
ゃ
否
や
。
私
は
此
問
題
を
解
決
す
る
の

}
助
ε
し
て
剣
任
官
の
生
計
猷
態
を
調
査
し
允
の
で
あ

る
。
何
分
に
も

}
學
究

の
仕
事
こ
て
或
地
方
官
臆
を
選

、

痒

し
是
に
就
き
小
規
模

の
標
本
調
査
を
な
し
得
投
.る
に

過
ぎ
な
い
。

い
つ
れ
中
央
富
麗
で
は
豊
富
な
.る
材
料
に

基

き
立
ち
入

っ
た

調
査
が

出
来

て
み
る

事
ε
は

思
ふ

が
、
真
中

に
は
虚
数
に
近
奉

場
数
や
其
場
逃
れ
の
報
.

」

告

も
可
な
b
混

入
し

て
み

る
事

ε
思

ふ
。
本

調
査
は
極

め

て
小
規
摸

の
も

の

で
は
あ

る
が
、
調

査

の
目
標

ご
し

て
典
型
的

の
官

廃
を
捕

へ
、
原
材
料

の
蒐
集

に
は
可

な

り

の
注
意

を
彿

つ
た
事

は
断

言

し
て
慨
　ら
な

い
の
で
あ

第
十
巻

(第
一
號

=
一五
}

一
二
五



…
雑

録

判
任
官
生
活
の
賀
状

`

る
。
以
下
關
西

の
或
都
會
の
某
官
鷹
に
付
き
私
の
調

べ

一
た

大
正
八
年
七
月

乃
至

九
月

の
實
蹟
を

述

べ
て
見
よ

…
う
。

二

の

一
先
づ
笙

に
其
役
所
に
勤
め
て
ゐ
・
剣
讐

の
俸
給

年
齢
勤
続
年
限
等
を
明
に
す
る
罪

し
π
・
何
分
に
も

一小
凝

・
あ
・
か
髭

等
の
藷

雰

禦

態
に
よ
り

ぞ

判
任
官
全
部

の
夫

れ
を
推
す

事
は

困
難

で
は

あ
る

が
、
到
任
官

の
典
型
を
示
し
て
ゐ
・
か
ら
大
讐

見
當

一
は
付
毛

あ
ら
う
。
街
ラ

あ

圖
表
を
挿
入
し
た
の
は

」
一
は
説
明
の
便
宜
の
爲
且

つ
は
中
数
算
定
の
基
礎
を
明

一
に

し
た
の
で
あ
る
。　

一
人
員
総
数
四
十
三
名
、
共
俸

給
の
総
額
本
俸

「
千
二

…
百
五
+
九
圓
臨
撃

當
六
百
二
+
九
圓
五
+
銭
・
童

…
千
八
百
八
十
八
圓
五
十
競
、
從

っ
て

「
人
當
り
歪
均
月

俸

は
毒

こ
+
九
図
工
+
八
謬

聴
手
當
+
四
里

ハ+

歯
鏡
計
四
+
三
園
九
+
こ
磐

な
っ
て
み
る
・
募

配

」状
態
を
明
に
す
る
爲
め
各
自

の
受
く
る
本
俸
を
列
畢
し

.

こ
れ
に
添
ふ
6
に
種

々
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・

「

第
十
宕

〔第

}
號

=

一六
)

=

「六

目
一_一_ 一4

_臣.L
、
噛

、

1

.

ヒ∴

時L

「-"邑 一 一峨 一'

.

「

-
一

「

「

1

一
.
.
1

「
　
　　

　　
　
　
　
　

・「r

、

一
.
～

r

本

俸

(
圓

)

人

員

(
名

)

五

五

.
…

.
・

-

・
:

・
・
二

五

〇

.

.
:

・
:

:

・
「

四

〇

:

・
…

:

:

:

:

一
二

三

七

.
・
、

,
・
.

・
:
.

:

五

三

五

.

.
,

・
:

・
:

:

五

三

二

.

.

…

・
:

…

二

一二

〇

.

.
7
,
.

;

・
;

・
:

三

批
正

塁

本
俸
面
)

二

七

二

・
:

二

五

二

二

:

:

二

〇

:

一
入

・
:

:

」

六
.

・

「

四
。
円
玉

茎
南
至

一ず
摂

⊥

・
門
生

人
員

(名

〕

.

.
二

.
・
三

:

二

・

七
・
七

.

「
.

、

'

'



'i.

'、 ρLJ

俸
給
総
額

算
術
弔
均

中

位

鍛

〔ま
氏

置
巳

四
分
位
鍛

{O
・
費
生
厨
)

算
.術
卒
均

中

位

塁

竃
曇

日
ご

四
分
位
取
(ゆ
琶
「旦
①
呂

然
ら
ば
此
等

の
人
の
年
齢
は
如
何

ご
云
ふ
に
数

へ
齢

三
+
四
五
歳
を
中
.心
ご
し
上
下
に
据
が

つ
て
み
る
。

,

二
九

・
二
八
圓

、

へ

こ
七

・
O

Q
圓

三
七

・○

○
圓

二

〇
・
○

○
圓

四

三
・
九

二
圓

四

〇

・五

〇
圓

五

六

・O

O
圓

三

Q

6

0
圓

兄
τ
・塁

＼

㌧
.
.

雑

録

判
任
官
生
活
の
實
駅

.
i
⊥

・季

戚
.直

L

年

齢

〔
臓

}

五

四

:

・
:

■

:

.
:

四

九

・
:

.

.
∴

.

.
:

.

四

七

・
…

.
:

:

:

.

四

六

・
:

:

・
:

.

.

.

.

「

四

三

:

・
・
:

.
:

・
:

四

一
・
:

.
…

.
:

.
■

四

〇

:

:

・
.
一
.
.
:

.

.

三

九

・
:

…

:

三

七

:

.
:

.
∴

■
.

三

五

:

・
:

「・

-
・
:

匿

三

四

…

:

.
:

:

:

.

算

術

平

均

中

位

数

(
冨

Φ
島

雪

)

四

分

位

鍛

β

5

「
巳

。
}

人'員

_⊥_名
:

二

,
・

一

;

}

.
・
二

.
・
二

・

一
四・

三

年
輪

蔵

)

三

三
・
〉
…

三

二

・
・
.
・

三

一

・
:

畔

.

三

〇

:

:

・
.

二

八

・
・
:

二

七

・
:

・
・
.

■

二

五

:

・
・

二
四

・
…

■

二

三

・
:

二

二

∵

:

.

■

二

一
:

:

∵

乗
員

四 二 三 ニ 一 二 三'_三 茎

二
四
歳

⊥

二
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三
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歳

三
九
威

二
四
威

更
に
勤
撃

限
こ
し
て
は
藩

員
時
代
を
除
外
し
.劉

運
営
に
任
替

れ
し
以
来
の
肇

を
探
つ
韻

書

年

限
は
六
年
五
・
月
で
あ
る
が
更
に
詳
し
説

明
す

る
ピ

次

の
如

く
で
あ

る
。

第
+
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第

†
巻

(第

一
號

=

一
.
八
)

一
二
八

中

位

鍛

八三
①
α
す
ε

三

年

四
分
位
塁

夕
.
年

・
　

=

・至

.

7
0
年

・
省
其
他
家
族
關
係
撃
力
住
居

を
調

べ
て
見
た
が
次
の

結
果
を
得
た
。

家
族
關
係

(
}
人
〔蜀

)

ニ
ム

妻
)

三
人
〔
妻
子
)

{
四
八
〔妻
子

)

五
人
〔
要
子

}

六
人
以
上

三

.麓

男

{羅

衛

無

三
名

二
〇

名

二
「二
名

}
七

名

三

名

一
=
二
名

以
上
極

め
て
大
腸
で
は
あ
る
が
此
役
所

に
ご
ん
な
人

が
ギ」
の
位

の
報
酬
を
受
け
て
働

い
て
み
る
か
を
明
に
し

た
。
次
に
は
此
等

の
人
々
の

「
ケ
月

の
牧
支
計
算
を
示

し
た

い
,

病
氣
缺
勤
事
故
缺
勤

の
人
め
り
し
爲
め
、
且

つ
は
出

勤

t
て
る
る
も
の
、
家
の
内
部
を
曝
け
出
す

の
を
好
ま

な
か
っ
た
人
が
.少
か
ら
ず
あ
っ
た
爲
め
、
全
員
の
調
査

が
出
來
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
二
十
六
人

に

つ
い
て
は
い
つ
れ
も
真
面
目
郁
報
告
を
受
け
だ
。
下
宿

住

ひ
ε
借
家
住
ひ
及
び
凋
身
者

ε
妻
子
あ

る
人
ε
は
、

、



.

費
用
の
黙
に
於
て
も
多
少

の
糞

あ
る

ぎ

を
以
て
匠

一
別

し
計
算
し
た
.
下
宿
せ
・
人
主

名

の
実

名
続

㎝
身
者
で
蓄

・
人
は
三
名
、.
室

戸
を
構
え
て
み

る
+

一
五

名
の
中
妻
君
ご
こ
入
幕

し
の
人
は
六
名
妻
子
あ

る
人

一
は
九
名
で
あ

っ
た
。

墾

難

費
全
額
に
.
・い
て
牧
支
を
計
算
し
次
・

重量 讐牲 墓餐誰　 コリ

最 苧 最 最2F最 竿 最rF峨

低 均高低 均 高 均低 均高

」慧一%…

下

宿

ぜ

ろ

者

く

ゴ

蜀

身

棲
ε
二
.

窒

・
.0
円

モ

・
三

ミ
O
・
8

ズ

三

廷

茜

L
、
一「

異

・
三

暑

・
.
冲

天

・
噌δ

「
?

8

咄
・
四
九

一石
%

茜
%

三
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四
予

窒
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・美

杢
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昌

老

・ゴ
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・
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天
・
嚢

西
三
六

六
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六
へ
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杏
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壱
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O

円

窒

・
謹

三

・
O
P
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号
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八
六
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合

六
四
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四

四
六
・
8

量

・
丸
亀

天

・
三
湘

一
四
・
O
ロ

・四
〇%

豊

%

苫

・三

田

署

・葦

買手

0
0

三

・
四
四

三
四
・苫

A
=

三

果

・七
Ω

六
D
ん
0

四三
・葺

替

・昊

四
一
%

七
四%

不
思
議
な
現
象
で
は
無
い
か
。
高
著

の
場
合
奮

…
。
千
金
。
子
。
鐸

に
縁
故
の
深
・
人
・
峯

仕
至

難

鉄

剣
任
官
生
活
の
賞
状

あ
る
か
も
知
れ
暴

、
莫
逆
年

間
に
裂

官
を
志
願

瓢
欝

鑓

燃繰
欝

羅

曙聯

味

を
要
す
。

.生
計
費
の
箏
均
整

を
品
目
別
に
考
,へ
套

次
の
様

に
分
配
せ
ら

れ
て
み
る
。
括
弧
内
の
拳

茎

額

に
封

ず

る
百

分
比

を
示

し
た
も

の
で
あ

る
り

、

食

費

住

居

費

喪

服

費

.

修

養

塑

纈

樂

費

交

際

費

雑

費

訃

告 糞 四 三
___ ___

雄 鎮 鍵 睾麺 奪 髪ギ～1
歪舞舞 輩 遜 藁 鞍 蔀

牟十t門

戸

姦

ふ
ろ
者

～

一妻子
あ
ろ

妻
ぐ三

人

人

ま ニ み 　 ら ハ ら ヘ ハ

嵩難 署美髪範 垂 勤 罵 重
)昆 冒 肩

然
ら

ば
此
等

の
費

用

は
必
要

鉄
く

.ぺ
か
ら

ざ

る
も

の

第
+
巻

三

九

「

耳乃
・
一七
円

'

(
果
%

一

.
=
・旦

(
西

%
)

㌢
吾

〔
九
%
)

予
8

(
四
%

)

H7
汕二

(
四%

)

三
ゐ
(
.

(

E
%

)

三

・茜

二
七
%

一

.

八
=
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一
難

躁

判
任
官
生
活
の
宜
状

…
で
あ
ら
う
か
。
叉
或
は
萎

の
結
果

に
出
で
た
も
の
で

一
あ
ら

う

か
。

こ
れ

に
は
原
材
料

に
遡

及
す

る
の
が
唯

「

[

の
道

で
あ

る
。　

一
原
表
に
は
可
な
り
詳
細
に
説
明
を
加

へ
適
當
な
箇
所

一
に
数
字
を
書

き
加

へ
て
貰
ふ
事
こ
し
た
の
で
あ
る
。
第

一
に
食
費

ご
し
て
米
代
薪
炭
代
副
食
物
類
藁

げ
第
二

に
住
居
書

し
て
家
賃
水
連
電
燈
料
等
を
計
上
し
第
一二

一
に
衣
服
費
ご
し
て
被
服
購
入
積
立
金
を
含
ま
し
め
第
四

癒
難舞
踊
隔
離
齢
難
磁翻
霧
d
ぱ

留
療
費
最
後
に
雑
費
ε
し
て
理
髪
入
浴
通
信
費
等
を
包

含

せ
し
鴬

の
で
あ
乞

奢

料
境

面
目
に
答

へ
ら

れ

π
の
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
先
づ
信
頼

し
て
善
か

一
ら
う
。

一
實
例
第

一

三

+
緩

の
響

の
人
、
琴

下
穿

。
慧

警

禽

漫

所
災

り

…
判
任
官

・
な
り
て
　

六
ケ
月
蓮

過
す
・

三

〇

・Q

O
圓

攻

入

計

画
課

鶴
船
手
常

旋

盤

支

出

計

二

四

・O

O

↓ハ
.Q

O

(
卒
均

十
回

)

一二
九

・
入

O
圓

第
十
巻

(
第

「
號

=
二
〇
)

一
三
Q

佳良

居 羅
費費

衣

服

費

修

養

費

雑 轡交 娯

療 際樂

費 費費 蛮

差
引
不
足

實
例
第

二

「
七

・
O

O

。
.五
Q
.鐸

舞

共
五
圓
の
馨

宿
の
馨

六
.O
O

〔夏
服
五
圓

[
.着

シ
ヤ
ッ
靴
下
網
引
七
圓
間

服
五
十
五
圓
附
尉
品
玉
圓
々

十

二

で
割

る
い
　

五
。五
〇

(夜
學
授
業
料
四
面

五
十
鍍
教
科
書
及
蟄
墨

費

「
圓

)

二
.
O
O

二
巣
子
及
び
果
物
等
)

7

五
〇

一
。
O
O

四
.
三
〇

(
電
車
通
勤
費
二
圓

+
鎮
理
髪
代
六
十
銭
入

浴
四
十
銭
涌
…倍

二
十
鍍
洗
濯
…
ζ
圃
一

九
・
入
O
圓

三
+
威
の
人
響

あ
り
、
筆

借
り
通
勤
す
・
中
等
教
夏

了
り
裂

官

ご
な

叫

て
よ
り

こ
年

。

牧

人

計

俸
給
手
首

旅

費

支

出

計

食

費

住

居

費

衣

服

費

四

二
・○
○
圓

=
=
二
曜O
O

九

・O
O

五
七

・五
七
圓

二
七

.二
五

(米

二
斗
十

一
圓
副
食
物
十
二
圓
辮
當
代

三

園

二
十
五
鑓
薪
炭

は
郷
里
よ
り
補
給

　

六

・
「
二

(特

に
安
き

=
階
な
借
り
五
国
々
佛

ふ
・
電

燈
水
道

一
風
十
二
銭
)

「
.
九
〇

(全
部
在
來
の
も

の
か
若
く

は
國
よ
.り
補
給

々
畏
く
被
服
修
繕
盟

[
圓
三
十
鐘
洋
服
附

騒
品
六
+
銭
)

.

、



修

養

費

警 交娯
療 際 樂

費 費費

雑

費

差
引
不
足

こ
.
ミ
○

(
新
聞
九
十
鑓
雑
誌
二
肘
七
十
鍍
新
刊
書
購

漁
鞭

五
+
銭
郷
里
の
弟
.
。
附
の
墨

四
.0
0

(煙
草
三
園
活
動
篤
眞

一
圓

)

一

〇
.九
〇

(
同
僚
樽
動
饒
別
)

」

一

颪

邪
の
薦

め
診
察
料

面

藥
慣

二
圓
八
+

鍍
計
三
圓
八
十
鍾
た
支
挑

ひ
し

も
臨
時
費

に
つ
き
計
上
ぜ
す
〕

一
五

.
「
○

〔理
髪
七
十
鑓
湯
箕

「
圓
一
「十
鏡
石
鹸
歯
磨

四

十
五
錘
涌
信

三
十
五
鍍
履
物
準
常
用
四

十
鏡
洗
濯

「
圓
靴
の
修
繕

「
圓

二
十
鎮
電

車
賃
三
脚
十
鎮
臨
時
支
出
三
園

六
十
五
鍍

外
に
小
遣
ピ
し
て
二
圓
∀

一
五

.五
七
圓

〔家
内
の
内
職

の
刺
描

十
二
圓
内
外
の
攻

大
あ
り
他
は
郷

里
よ
り
補
給
)

實
例
第
三

三
+
三
歳

、
婁

、、
の
間

に
三
人
の
子
供
め
り
、

肩

書

り
蕩

マ
・
判

任
官

蓬

・-
て

6

+

一
年

二
ヶ
月
、
學
歴
に
曹
達
教
育
完
了
・

牧

人

計

内
謁

俸
給
手
雷

族

費

支

出

計

内
謁

食

費

住

居

費雑

犬

Q

・
五
〇

圓

五

二

・五
〇

八

・
O
O

七

〇
↓

五

圓

、

四

「
.
大
五

へ飯
米
三
斗
八
升
二
十
圓
九
十
銭
薪

一
圓
五

+
鑓
炭

三
圓
副
食
物
+

一
圓

七
十
五
銭
差

食
四
圓
五
†
毯

七
。
0
0

〔電
燈
料

}
圓
家
賃
六
圓
)

鉄

剣
任
官
生
浩

の
實
胱

衣

服

凝

修

養

費

雑 轡交 娯

療 際樂

費 肇 費盟

差
31
不
足

二
.Q
。

(竣

藷

の
も
の
・
し
補
墾

の
見
警

二
.九
Q

(小
畢
校
六
年
級
の
子
供
の
分

「
圓
婦

人
雑

誌

三
十
五
銭
新
聞
夕
刊
四
十
銭
強
餓

に
て

新
刊
書
雑
誌
購
入
}

三
.
O
O

(煙
草

一
図
五
†
銭
其
他

「
圓
五
十
鍍
)

一
・五
〇

=

一.
一
〇

{市
内
電
車
二
圓
六
十
銭
郊
外
電
車

二
面
小

間
物
化
粧
品

一
図
税
金

一
画
五
十
鍍
通
信

喪

五
十
鎮
理
髪
料

}
圓
洗
濯
料

「
圓
小
浜

小
遣

「
圓
入
浴
料

一
圓
五
十
鍍
}
.

九

.六
五
圓

(
戸
主
の
兄
よ
剛
定
額
補
給
月
額

十
圓
々

異
く
其
他
絶
封
の
必
要
あ
り
た

る
場
合

に

に
其
都
蔑
事
情

を
具
し
補
粉
々
異
く
〕

此
等
各
項
目
の
い
つ
れ

に
浪
費
の
跡
を
見

る
事
が
出

来
よ
う
か
。
人
間
ε
し
て
は
こ
れ
こ
そ
輿

の
最
低
生
活

費
ざ
構
す

べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
各
種
統
計
を
綜
合
し
て
考

へ
る
ε
、
↓
支
出

て

は
吸
入
を
超
過
し
て
み
る
、
し
か
も
其
不
足
額
は
俸
給

に
謝
し
可
な
り
人
な
る
割
合
を
占
め
て
み
る
。
.コ
且

つ

其
支
出
な

や
最
低
生
活
費
に
相
當
す
る
ε
云
釧
て
も

善
い
。
要
之
俸
給
を
総
て
合
算
す
る
も
緬
封
必
要
費
す

ら
も
支
辨
し
得
な
い
場
合
を

往

々
見

受
け
る
の
で
あ

る
o

.
第

十
巻

「
.(第

「
號

=

一=

}

=
一=

、



雑

鑛

判
任
官
生
活
の
賞
状

」

四

上
述
の
如
一
當
役
所
の
判
任
官
の
過
半
は
中
等
教
育

を
受
け
た
人
で
あ

っ
て
妻
子
を
有
す
る

「
戸

の
主
で
あ

る
。
そ
し
て

一
ヶ
月
中
に
於
け
る
不
足
額
は
本
俸
の
七

割
五
分

に
達

し
全
俸
給
の
三
四
割
に
上

る
事
も
あ
る
。

更

に
年
齢
勤
綾
年
限
俸
給
の
關
係
を
調

べ
よ
う
。
算

術
雫
均

に
依

る
ξ
年
齢
三
+
四
歳
乃
至
三
十
五
歳

の
人

が
勤
綾
六
年
五

'7
月

に
及
び
し

か
も
俸
給
全
部
で
四
十

三
圓
九
十
こ
観
、
本
俸
こ
し
て
は
二
十
九
圓
二
十
八
鈍

を
受
'、
る
に
過
ぎ
な

い
。
然
し
こ
れ
は
要
す
る
に
算
術

.

手
均
で

あ

っ
て

分
配
状
態
を

無
視
し
な

儂
値
少
き
中

　

繋

糞

報
鉦
難

(　恥、職

分
位敷

面
擁
遡
碑議

灘
雛
難
購
津
轍

一
四
分
位
級
〔左
翼
=

芋
腰

細

年

三

+

圓

二

+

圓

一
の
結

果

を
得

な
の

で
あ

る
。
「
見
し

て
明

な

る
が
如

く

、

ガ

程

綾

的
轟

で
あ
・
が
中
堅
芳
し
か
ら
季
右
翼

}

に
至

っ
て
は
下
の
下
で
あ
る
。

一
ケ
年
剣
任
官
を
勤

め

一た
二
+
四
歳

の
青
年
が
三
十
圓

の
月
給
で
衣
食
し
て
ゐ

雫
第
十
巻

[第

「、號

=
二
二
)、

=
二
二

る

の
は
荷

了

解
出
来

る
。
然

し
剣
任
官
.こ
な
り

て
三
年

を
纒
過

せ

る
三
十

二
歳

の
中
.年

の
人

に
四
十

圓
五
十

鏡

を

給
ず

る
を

以
て
判

任
官
待
遇

の
常
態

ご
し

、
更

に
甚

だ
し
き

は
人

生
.の
大
半

†

「
年

半
を
判

任
官

生
活

に
捧

げ
三
十
九
歳

に
達

せ

る
働

き
盛

物
の
人

非
五

十
六
圓

の

月
額
を
供

す

る
に
止

ま

る
ご
云

ふ
に
至

つ
.て
は
少
か
ら

事
穏

當

を
敏

い
て
る

る
ご
信
ず

る
。

;
甚

意
し
て
置
か
ね
ば
な
最

の
は
官
吏
の
牧
支

.

が
非
常

に
弾
力
性

の
乏
し
い
事
で
あ

っ
て
こ
れ
勢
働
者

や

一
般
俸
給
生
活
者

の
生
計
ご
大
に
異

る
所
…で
あ
る
。

官
吏
以
外
で
は
い
く
ら
規
則
が
厳
重
だ
&
云

っ
て
も
裏

面
に
は
役
徳
が
相
當

に
入
る
事
だ
ら
う
し
又
交
際
費
年

末
賞
與
ご
し
て
公
然
莫
大
の
額

を
懐

に
す
る
事
が
出
来

る
、
そ
し
て
風
向

が
悪
け
れ
ば
金
廻

の
善

い
方

に
何
腓

で
も
軸
か
る
事
が
山
衆

る
。
然
し
官
界
で
は
十
五
銭

の

敷
島

一
箇
で
濱
職
罪
成
立
し
、
そ
う
か
ε
云

っ
て
年
末

賞
典
交
際
費
は
本
當
に
申
鐸

に
過
寄
な
い
、
し
か
も

マ

度
官
界
に
踏
み
出
し
な
以
上
容
易
に
轄
撤
す
る
を
得
な

、

い
。
然
ら
ば
支
出

の
方

は
ご
う
か
ご
云
ふ
に
、
矢
張
り

相
當

の
灘
面
を
保

た
ね
ぱ
な
ら
す
、
自
分
の
修
養
は
出

、

「

、



家

な
い
迄
も
子
供
を
立
涙

に
教
育
し
て
や
り
た
く
な
る

「奮

、
中

々
縮
少
暴

な

・
。
呪
ん
や
衣
食
住
の
聾

必
要
費
が
七
割
以
上
を
占

め
て
み
る
有
機
で
は
彼
等

に

　
節
約
を
誘
く
が
如
き
は
寧
ろ
無
謀

の
翠

ご
云
ふ
べ
き
で

一
あ

る

心

晶

「

一

、
事
情

は
か
く

の
如
く

で
あ

る
。
食

費
中
五
割
は
米

代

で
副
食
物

の
如

き

は
極

め
て
滋
養

に

.乏

し

き

も

の

、

.

み
、
書

は
整

昆

布
入
り

の
辮
當

か
又

は
う
ざ
ん
二
杯

で

騨
盤
穀

雑
題
蔽
臨
い篇
伽
齢

　來

る
皇

非

蒔

を
借
ら
ね
ば
な
募

、
借
り
る
に
は

　
市
内

は
家
賃

が
高

い
の
で
郊

外

に
逃
げ
出

す
、
然

し

こ

れ

で
も
郊
外

電
車

の
電
車
賃

は
売

れ
得

な

い
の
だ
。
洋

一
服

は
敷
年

間
同

一
物

を
着
用

す

る
人
珍

し
か
ら

す

、
靴

一
帽
子

亦
黙

り
、
判
任
官

の

ワ
イ

シ
ャ

ツ
、

カ
ラ
ー
、
ネ

ー
ク
タ
あ

古
色
蒼
然
た
・
も
衆
知

の
萎

で
あ
る
・

修
養
費

の
中

に
新
聞
代
四
十
鏡
ご
あ
る
の
が
多
.い
の

一
で
調

べ
る
ご
家

へ
は
ダ
刊
の
み
の
配
達
を
受
け
朝
刊
は
.

…
役
所
で
見

る
そ
う
で
あ
る
。
娯
樂
費

の
酒
煙
草
は
生
活

.

困
難
を
加
ふ
れ
ば
節
約
出
承
る
も
の
ら
し
い
、
猫
身
者

雑

鉄

剣
任
官
生
活
の
管
状

は
巻
煙
草
を
嗜
む
も
結
婚
†
る
蓬
刻

み
を
討
ひ
子
供
が

出
来

る
ご
禁
煙
す
る
。
子
供

の
あ
る
蒙

で
は
雑
費

が
非

常

弔
多

い
、
成
程
焼
薯
を
少
し
買

っ
て
も
二
+
銭
か

、

る
か
ら
。
殆
ん
ご
全
部
家
か
ら
櫨
助
、兄
弟
親

に
無
心
、

貯
金
引
出
等
ご
報
告
し
て
み
る
が
、
二
三
の
例
外
を
除

き
實
際

の
所
か

＼
る
蝕
啓
あ
る
人
が
何
を
苦
ん
で
判
任

官

に
な
ら
う
か
。
.所
謂
不
足
額
は
何
等
か
の
形
式
で
身

を
切
り
け
つ
つ
て
以
て

】
聴

の
補
充
を

つ
け
て
み
る
の

で
あ

る
G

税
務
圃

の
不
群
事
件

で
世
間

の
攻
撃
和
二

身
に
集
め

て
み
る
税
務
署
で
は
、
塵
休
早
出
後
退

の
二
語
が
執
務

の
.モ
ツ
ト
」
こ
な

っ
て
み
る
そ
う
で
あ
る
。
廃
休
ε
は

日
曜
日
に
出
勤
す
る
事
で
あ

っ
て
、
早
出
後
混
一ε
は
規

定
時
間
以
よ
の
執
務
を
す
る
事
だ
そ
う
だ
⑩
世
間
も
役

所
の
室
氣

の
沈
滞
事
務

の
怠
慢
を
攻
撃
す
る
に
先
立
ち

此
現
歎
を
察
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

し

五

戦
前
大
正
三
年
七
月

に
比
し
現
今
大
正
八
年
九
月

に

倣
%
に
物
傾
が
約
十
八
割
騰
貴
せ
る
に
拘

ら
す

(塑
畔

ロ

　

む

む

の

分
日
銀
指
数

十
七

割

三
分

の
騰
貴
東
京

の
分
日
銀
指

、第
+
巻

(第
一
號

一
三
三
)

=
二
三

、

F



雑

録

蜀
逸
文
銀
行
の
取
引
所
仲
立
業
に
勧
善
て

万
凱
十

}
割

一
分
の
騰
貴
東
京
商
業
會
議
所
指
数
十
七
刮

　

　

　の
騰
貴
東
洋
経
済
新
報
指
数
十
七
割
六
分
の
騰
貴
大
阪

　
の

む

.

の
分
日
銀
指
数
+
七
割
九
分
の
騰
貴
大
阪
朝
日
新
聞
指

数
十
八
割

一
分
の
騰
貴
一、
労
銀
の
騰
貴
は
約
十
三
割

に

過
ぎ
ホ
(東
京
商
業
省
議
所
指
数
)
と
は
、
筋
肉
勢
働
者

が
増
給
運
動

に
利
用
す
る
有
力
な
る
武
器
で
あ
る
。
官

吏
は
之

に
謝
し
何
ど
挨
拶
ず

べ
き
で
あ
ら
う
か
。

経
済
状
態
の
攣
化
窮

り
無

き
現
代
に
在
り
て
は
耐
會

階
級

の
榮
枯
盛
衰
も
亦
免
れ
難
き
数
で
あ
ら
う
。
相
数

的

に
官
吏
階
級
が
力
を
失
ふ
の
は
大
勢
の
赴
く
庭
蓋
し

止
む
を
得

な
い
。
然
し
荷
も
経
済
主
義

の
外
に
超
越
し

…
身
以
て
邦
國
に
奉
》

る
此
等
の
人
々
が
羅
射
的

に
も

　

.

腹
類
し
つ
・
あ
る
を
見
て
は
遺
讐

念
を
禁
じ
得
な
竺

の
で
あ
る
。
官
吏
自
身
も
待
遇
不
完
全
な
り
ご
の
卑
怯

な

る
口
實

の
下
に
怠
慢
を
貪

る
よ
り
も
自
己
の
本
分
に

.

背

か
な

い
様
な
方
注
で
求
む

べ
き
も
の
は
求

め
鑑
す

べ

一
き
道
は
蓋
す

べ
き
で
あ
る
、
言
論
の
自
由
が
許
さ
れ
て

`

み

る
現
代
で
は
沈
獣

の
民
を
飽
満

の
階
級
ご
看
做
す
の
…

…
が

一
般
に
在

れ
て
る
る
擬
制
で
あ
る
か
ら
。
然

し
自
…

一
由
椹
主
張

の
此
擬
制
が
行
は
れ
な
い
黙
に
官
吏

の
美
黙

一
.

第
+
巻

ハ第

一
號

一
三
四
)

一
三
四

長

所
も
存

す

る
が
故

に
、
爲
政
者

な

る
者
は
聲

無
き
所

に

聾
を
聞
.き
進

ん
で
問
題

の
解
決

に
當

ら
ね
ば
な
ら

漁

ご

思

ふ
。

.

判
任
官

の
生
活
は
私

の
調

べ
セ
範
園
内

で
は
少

か
ら

ず
.窮
迫

し
て

み

る
。

聞
く
、
革
命

の
背

後

に
は
虐
待

し

審

さ
れ
し
知
識
階
級

潜
む

ご
。
特

に
識

者
切

火

に
考

へ

ね

ば

な
ら

ぬ
所

で
め

る
Q

〔八
.
=
一.
一
)

、

昌

面


